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C O N T E N T S

　

3
月
12
日
に
発
表
さ

れ
た
2
0
0
7
年
10
〜

12
月
期
実
質
G
D
P

（
国
内
総
生
産
）
の
改

定
値
は
、
わ
ず
か
な
下

方
修
正
で
、
前
期
比
0
・
9
％
増
、
年
率
換
算

3
・
5
％
増
と
な
っ
た
。
増
加
が
顕
著
な
の
は
、

年
率
ベ
ー
ス
で
輸
出
3
・
1
％
、
設
備
投
資

2
・
0
％
。
輸
入
は
0
・
6
％
。
輸
出
か
ら
輸

入
を
引
い
た
外
需
は
2
・
5
％
増
。
個
人
消
費

は
わ
ず
か
0
・
2
％
増
で
あ
る
か
ら
、
外
需
頼

み
の
成
長
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
が
な
い
。
サ

ブ
プ
ラ
イ
ム
住
宅
ロ
ー
ン
問
題
に
よ
る
米
国
景

気
の
減
速
が
本
格
的
に
波
及
す
る
08
年
1
〜
3

月
期
以
降
が
正
念
場
だ
と
、
新
聞
は
報
じ
る
。

　

同
じ
日
に
08
年
春
の
賃
金
労
使
交
渉
で
製
造

業
大
手
の
賃
上
げ
と
一
時
金
（
ボ
ー
ナ
ス
）
の

一
斉
回
答
が
出
た
。
昨
年
段
階
で
は
景
気
回
復

感
が
定
着
し
、
賃
上
げ
へ
の
期
待
が
大
き
か
っ

た
が
、
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
上
げ
幅
は
前
年

並
み
。
3
年
連
続
の
賃
上
げ
と
は
い
え
、
経
営

者
側
の
厳
し
い
姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
。

　

だ
が
現
在
、
外
需
頼
み
の
経
済
か
じ
取
り
ほ

ど
危
険
な
も
の
は
な
い
。
円
高
、
米
国
経
済
失

速
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
必
至
だ
。
と
な
れ
ば
、

わ
ず
か
0
・
2
％
の
個
人
消
費
の
活
性
化
に
こ

そ
、
現
在
の
政
策
の
重
点
を
置
く
べ
き
だ
。
そ

の
た
め
に
は
賃
上
げ
し
か
な
い
。

　

今
、
日
本
経
済
新
聞
の
「
私
の
履
歴
書
」
に

連
載
中
の
、
潮
田
健
次
郎
氏
（
住
生
活
グ
ル
ー

プ
前
会
長
）
の
話
（
3
月
13
日
付
朝
刊
）
が
ヒ

ン
ト
に
な
る
。
1
9
6
0
年
代
に
、
会
社
倒
産

か
と
い
う
決
裂
寸
前
の
労
使
交
渉
の
場
で
「
な

ぜ
か
組
合
員
の
胸
の
内
を
想
像
し
、
か
わ
い
そ

う
だ
な
と
感
じ
た
」
と
い
う
。
そ
の
団
交
以
来
、

従
業
員
に
対
す
る
考
え
方
が
大
き
く
変
わ
り
、

労
組
と
の
確
執
も
な
く
な
っ
た
。

　

現
在
の
経
営
者
も
、
こ
う
し
た
感
情
を
持
つ

の
だ
ろ
う
か
？　

筆
者
に
は
、
潮
田
氏
の
時
代

か
ら
は
明
ら
か
に
変
質
し
た
よ
う
に
見
え
る
。

労
働
者
の
3
人
に
1
人
が
非
正
規
雇
用
。
企
業

も
労
働
者
も
同
時
に
豊
か
に
な
ろ
う
と
い
う
環

境
に
は
既
に
な
い
。
ま
ず
企
業
が
利
潤
を
得
ら

れ
る
環
境
整
備
を
し
、
次
に
労
働
者
に
そ
の
配

分
を
す
る
と
い
う
順
序
で
、
ま
た
そ
れ
を
支
援

す
る
政
府
が
あ
る
。

　

こ
の
思
想
こ
そ
新
自
由
主
義
で
あ
り
、
現
在

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
政
治
・
経
済
を
動
か
し

て
い
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ

が
過
去
の
労
使
関
係
か
ら
学
ば
ず
し
て
、
こ
の

先
日
本
は
ど
の
よ
う
に
経
済
を
か
じ
取
り
す
る

つ
も
り
な
の
か
。
労
働
者
を
置
き
去
り
に
し
て
。

置
き
去
り
に
さ
れ
る
労
働
者

お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授　
篠
塚
英
子
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